
2014.　3.　11 （3）市役所代表　辺０４２・７２２・３１１１　返０４２・７２４・５６００　番号間違いにご注意下さい

 住
民
監
査
請
求
の
監
査
結
果
を

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す

　
２
０
１
３
年
　
月
　
日
付
け
住

１２

２４

民
監
査
請
求
は
２
月
　
日
付
け

２１

で
、
１
月
　
日
付
け
住
民
監
査
請

１７

求
は
３
月
６
日
付
け
で
、
監
査
委

員
か
ら
監
査
結
果
が
出
さ
れ
ま
し

た
。
　
監
査
結
果
は
町
田
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
、
ま
た
は
各
市
立
図
書
館
で

ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

問
監
査
事
務
局
辺
７
２
４
・
２
５

４
７
返
０
５
０
・
３
１
６
１
・
７

６
６
２

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

家
庭
教
育
支
援
学
級

説
明
会（
保
育
付
き
）

　
地
域
の
子
育
て
世
帯
の
支
援
を

行
う
グ
ル
ー
プ
を
養
成
す
る
「
家

庭
教
育
支
援
学
級
」
の
開
設
に
あ

た
り
、
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
詳
細
は
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ

ー
、
各
市
民
セ
ン
タ
ー
、
中
央
図

書
館
等
で
配
布
し
て
い
る
募
集
案

内
を
ご
覧
下
さ
い
。

対
地
域
の
子
育
て
支
援
に
関
心
の

あ
る
方
（
年
齢
不
問
）

日
４
月
３
日
（
木
）
午
前
　
時
～

１０

正
午

場
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

定
　
人
（
申
し
込
み
順
）

３０
申
３
月
　
日
午
前
９
時
か
ら
電
話

１１

で
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー（
辺
７
２

８
・
０
０
７
１
）
へ
。
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

の
お
問
い
合
わ
せ
は
返
７
２
８
・

０
０
７
３
へ
。

申
請
は
お
済
み
で
す
か

専
修
学
校
等
在
学
 

心
身
障
が
い
者
奨
学
金

　
市
で
は
、
専
修
学
校
ま
た
は
各

種
学
校
に
在
学
し
て
い
る
心
身
に

障
が
い
の
あ
る
方
で
、
技
術
の
修

得
に
努
め
て
い
る
方
に
対
し
て
、

奨
学
金
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

　
申
請
に
は
、
所
定
の
申
請
書
と

添
付
書
類
が
必
要
で
す
。
詳
細

は
、
子
育
て
支
援
課
へ
お
問
い
合

わ
せ
下
さ
い
。

対
市
内
に
住
所
を
有
し
、
次
の
条

件
を
す
べ
て
満
た
す
方
　
①
専
修

学
校
等
に
在
学
し
、
職
業
の
た
め

の
技
術
を
修
得
す
る
②
障
が
い
の

程
度
が
４
級
以
上
で
あ
る

支
給
額
月
額
１
万
円

※
申
請
の
締
め
切
り
は
各
月
末
日

で
す
。

問
子
育
て
支
援
課
辺
７
２
４
・
２

１
３
８
返
０
５
０
・
３
１
０
１
・

９
４
５
９

就
職
、
退
職
な
ど
に
伴
う

国
民
年
金
の
手
続
き

　
国
民
年
金
は
、
就
職
、
退
職
な

ど
で
所
定
の
手
続
き
が
必
要
な
場

合
が
あ
り
ま
す
。

【
会
社
等
に
就
職
し
た
時
】

　
厚
生
年
金
に
加
入
し
た
方
が
、

国
民
年
金
を
や
め
る
手
続
き
は
原

則
、
不
要
で
す
。
共
済
組
合
に
加

入
し
た
方
は
、
手
続
き
が
必
要
に

な
り
ま
す
。
年
金
手
帳
と
勤
務
先

か
ら
受
け
取
っ
た
保
険
証
を
お
持

ち
下
さ
い
。

【
会
社
等
を
退
職
し
た
時
】

　
退
職
し
た
方
は
、
退
職
日
の
翌

日
か
ら
国
民
年
金
に
加
入
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
年
金
手
帳
と
離

職
票
な
ど
退
職
日
の
分
か
る
書
類

を
お
持
ち
下
さ
い
。

【
被
扶
養
配
偶
者
の
手
続
き
】

　
扶
養
さ
れ
て
い
る
配
偶
者
の
方

は
、
扶
養
し
て
い
る
方
が
国
民
年

金
に
加
入
中
の
場
合
を
除
き
、
次

の
場
合
に
国
民
年
金
の
第
１
号
被

保
険
者
へ
の
変
更
手
続
き
が
必
要

に
な
り
ま
す
。
①
扶
養
し
て
い
る

方
が
退
職
し
た
時
②
扶
養
し
て
い

る
方
が
　
歳
以
上
、
か
つ
、
老
齢

６５

に
よ
り
年
金
を
受
け
取
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
時
に
、
扶

養
さ
れ
て
い
る
方
が
　
歳
未
満
の

６０

時
③
扶
養
さ
れ
て
い
る
方
が
健
康

保
険
法
上
の
扶
養
と
な
ら
な
く
な

っ
た
時

※
毎
年
４
月
は
窓
口
が
混
雑
し
、

お
待
ち
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
ご
了
承
下
さ
い
。

問
保
険
年
金
課
辺
７
２
４
・
２
１

２
７
返
０
５
０
・
３
１
０
１
・
６

０
７
８

春
号
を
発
行
し
ま
し
た

地
域
情
報
誌「
ま
ち
び
と
」

 　
特
集
は
、「
自
分
た
ち
の
住
む
ま

ち
を
、
自
分
た
ち
の
手
で
も
っ
と

素
敵
な
ま
ち
へ
」
と
い
う
意
識
の

も
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
団
体
が
工
夫

し
て
取
り
組
む
ア
ダ
プ
ト
・
ア
・

ロ
ー
ド
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　
ま
た
、
市
民
が
自
主
的
に
開
催

す
る
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
の
活
動

や
、
地
域
で
協
力
し
運
営
す
る
児

童
館
の
紹
介
等
を
し
ま
す
。「
ま

ち
だ
タ
イ
ム
ト
ラ
ベ
ル
写
真
館
」

で
は
、
昭
和
　
年
ご
ろ
の
薬
師
池

４０

公
園
の
様
子
を
ご
案
内
し
ま
す
。

※
「
ま
ち
び
と
」
は
、
希
望
す
る

町
内
会
・
自
治
会
を
通
し
て
の
戸

別
配
布
・
回
覧
を
中
心
に
、
公
共

施
設
の
窓
口
、
待
合
室
の
あ
る
郵

便
局
・
農
協
・
病
院
・
美
容
院
等

で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

問
市
民
協
働
推
進
課
辺
７
２
４
・

４
３
６
２
返
０
５
０
・
３
０
８
５

・
６
５
１
７

国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者
証
を

お
送
り
し
ま
す

　
現
在
、　
～
　
歳
の
国
民
健
康

７０

７４

保
険
加
入
者
の
方
が
お
持
ち
に
な

っ
て
い
る
「
国
民
健
康
保
険
高
齢

受
給
者
証
」
の
有
効
期
限
は
、
２

０
１
４
年
３
月
　
日
で
す
。

３１

　
４
月
１
日
か
ら
お
使
い
い
た
だ

く
新
し
い
受
給
者
証
を
、
３
月
中

に
世
帯
主
の
方
宛
に
普
通
郵
便
で

お
送
り
し
ま
す
。

　
な
お
、
負
担
割
合
の
見
直
し
を

行
う
年
度
の
切
り
替
え
が
８
月
１

日
の
た
め
、
今
回
お
送
り
す
る
受

給
者
証
の
有
効
期
限
は
７
月
　
日
３１

で
す
（
途
中
で
　
歳
に
な
る
方
は

７５

誕
生
日
の
前
日
ま
で
）。
８
月
１

日
か
ら
の
受
給
者
証
は
７
月
中
に

お
送
り
し
ま
す
。

※
　
～
　
歳
の
方
（
３
割
負
担
の

７０

７４

方
を
除
く
）
の
負
担
割
合
に
つ
い

て
は
、
４
月
１
日
か
ら
２
割
と
な

り
ま
す
が
、
国
会
の
予
算
案
が
可

決
し
た
場
合
、
誕
生
日
が
昭
和
　１９

年
４
月
１
日
以
前
の
方
に
つ
い
て

は
、
こ
れ
ま
で
通
り
１
割
と
な
り

ま
す
。

問
保
険
年
金
課
保
険
加
入
係
辺
７

２
４
・
２
１
２
４
返
０
５
０
・
３

１
０
１
・
５
１
５
４

茄
荷

禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾

茄 荷禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾

茄
荷

禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾

茄
荷

禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾

茄 荷禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾
　
直
接
会
場
へ
お
い
で
下
さ
い
。

対
上
小
山
田
町
に
お
住
ま
い
の
方

※
町
内
会
・
自
治
会
へ
の
加
入
の

有
無
は
問
い
ま
せ
ん
。

日
３
月
　
日（
土
）午
後
６
時
か
ら

１５

場
上
小
山
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー

※
お
車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮
下
さ

い
。

問
循
環
型
施
設
整
備
課
辺
７
２
４

・
４
３
８
４
返
０
５
０
・
３
１
６

０
・
５
４
７
９

　
３
月
　
日
。
あ
の
東
日
本
大
震

１１

災
か
ら
丸
３
年
が
経
ち
ま
し
た
。

被
災
さ
れ
た
市
町
村
の
「
復
興
」

へ
の
道
の
り
は
、
い
ぜ
ん
険
し

く
、
ま
た
長
い
道
の
り
だ
と
い
う

報
告
を
現
地
派
遣
の
職
員
か
ら
受

け
て
お
り
ま
す
。
町
田
市
と
し
て

も
職
員
派
遣
な
ど
を
通
し
て
、
こ

れ
か
ら
も
支
援
を
続
け
て
い
き
ま

す
。
　
２
月
の
　
数
年
ぶ
り
の
大
雪

４０

で
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
も
少
な
か

ら
ず
影
響
が
出
た
こ
と
と
思
い
ま

す
。
被
害
に
あ
わ
れ
た
方
に
、
お

見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
３
月
に
入
っ
て
も
寒
さ
が
続
い

て
い
ま
す
が
、
さ
す
が
に
、
草
花

や
動
物
は
季
節
に
応
じ
て
活
動
し

て
い
ま
す
。
枯
野
に
真
っ
先
に
咲

く
キ
ブ
シ
、
ピ
ン
ク
の
つ
ぼ
み
を

見
せ
て
い
る
ウ
グ
イ
ス
カ
グ
ラ
、

な
ど
が
春
の
訪
れ
を
告
げ
て
い
ま

す
。
モ
ズ
が
ペ
ア
リ
ン
グ
（
つ
が

い
形
成
）
を
始
め
ま
し
た
。
雄
の

鳴
き
声
も
甘
い
声
に
な
り
、
雌
の

そ
ば
に
よ
っ
て
、
体
を
斜
め
に
傾

け
た
り
し
て
ア
ピ
ー
ル
を
し
て
い

ま
す
。

　
ハ
シ
ブ
ト
ガ
ラ
ス
は
、
冬
の
時

季
か
ら
既
に
、
長
い
枝
を
運
ん
で

巣
作
り
を
終
え
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。
シ
ジ
ュ
ウ
カ
ラ
や
エ
ナ
ガ
も

盛
ん
に
鳴
き
交
わ
し
て
い
ま
す
。

　
さ
て
、
本
紙
今
号
１
面
で
も
お

知
ら
せ
し
て
い
ま
す
が
、
今
月
初

め
に
、
町
田
市
で
初
と
な
る
「
景

観
賞
」
を
発
表
し
ま
し
た
。

　「
景
観
賞
」は
、町
田
の
景
観
の

向
上
に
努
力
し
て
い
る
方
々
を
選

び
、
ま
た
、
景
観
づ
く
り
の
大
切

さ
を
再
認
識
し
て
も
ら
お
う
、
と

い
う
趣
旨
で
す
が
、
同
時
に
、
自

分
た
ち
の
ま
ち
の
魅
力
を
発
見

し
、
伝
え
、
更
に
は
自
慢
し
よ
う
、

と
い
う
こ
と
も
事
業
の
ね
ら
い
で

す
。
　
先
ご
ろ
、
町
田
市
の
シ
テ
ィ
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
が

「
い
い
こ
と
ふ
く
ら
む
ま
ち
だ
」

に
決
ま
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
も
ま

た
、
こ
の
ま
ち
自
慢
を
し
よ
う
、

住
み
続
け
よ
う
、
選
ん
で
も
ら
お

う
、
と
い
う
広
報
宣
伝
の
ツ
ー
ル

で
す
。

　
今
回
の
「
景
観
賞
」
を
き
っ
か

け
に
、
こ
う
し
た
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ

ー
シ
ョ
ン
活
動
を
含
め
て
、
市
民

の
皆
さ
ん
の
活
動
が
更
に
活
発
に

な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

町
田
市
長 

　
石
阪
丈
一
 

カ
ワ
セ
ミ

　　通
信
87

カ
ワ
セ
ミ

　　通
信
87

カ
ワ
セ
ミ

　　通
信
87

第４回スポーツアワードまちだ受賞者（敬称略）
競技名氏名・団体名賞の名称

体操内山　由綺グランプリ
弓道桜美林大学　弓道部準グランプリ

チアダンス玉川大学　ダンスドリルチーム
JULIASベストパフォーマンス賞

陸上長距離山中　孝一郎ベストパフォーマンス賞
テニス青山　修子ベストインパクト賞
フットサル吉林　千景ベストホープ賞
グラススキー新谷　起世グローバルアクト賞
陸上走り高跳び醍醐　直幸特別功労賞

新体操町田ＲＧ（曽我部美佳、安藤彩
音、高浦涼名）スポーツ祭東京特別賞

チアダンスエンジェルキッズスポーツ祭東京特別賞

上
小
山
田
エ
リ
ア
の

新
た
な「
ご
み
の
資
源
化
施
設
」

建
設
に
関
す
る
説
明
会

上
小
山
田
エ
リ
ア
の

新
た
な「
ご
み
の
資
源
化
施
設
」

建
設
に
関
す
る
説
明
会

開催します

　町田から羽ばたいて全国や世界で活躍し、町田のスポーツ振興に
貢献したアスリート等を顕彰する「第４回スポーツアワードまち
だ」の授与式を、３月１０日（月）に市庁舎で開催しました。
　今回、グランプリに輝いたのは、町田総合高校１年生の内山由綺
さん。昨年開催された第６７回全日本体操競技種目別選手権大会の
ゆか競技で初優勝を飾るなど、２０１６年のリオデジャネイロ五輪に向
けて、大きな期待を抱かせる活躍を見せてくれました。
　また、昨年のデフリンピック（４年に１度行われる聴覚障害者の
世界スポーツ大会）のマラソンで銅メダルに輝いた山中孝一郎さ
ん、テニスのウィンブルドン選手権女子ダブルスでベスト４入りを
果たした青山修子さん、陸上走り高跳びの日本記録保持者で先ごろ
引退を表明した醍醐直幸さん、町田市でのスポーツ祭東京２０１３開催
の盛り上がりに大きく貢献したチアダンスの「エンジェルキッズ」
等が、各賞を受賞しました（受賞者は下表参照）。
　授与式の詳細は町田市ホームページでご覧いただけます。
　今回の受賞者をはじめ、町田市ゆかりのアスリートの活躍に、今
後もご注目下さい。
※２月１５日の式典及び交流会は大雪のため中止し、授与式のみ開催
しました。
問スポーツ振興課辺７２４・４０３６返０５０・３１０１・０４８８

授与式を開催

グランプリは体操の内山由綺さんに
第４回スポーツアワードまちだ

景観大賞の「成瀬の尾根道」
山吹緑地からの眺望

町田市ロゴマーク


